

















　　　2018 年７月 27 日、31 日構造と光環境（各３時間）
　②　わくわく科学フェスティバル（１ブース）
　　　小学生（約 100 人）
　　　2018 年８月８日　構造と光環境（５時間 30 分）
　③　長岡市立北中学校
　　　３年生（20 名、18 名）










































House of the snowy district of the 







Keywords ： model, house of the snowy district, architrcture 
lecture
We gave some lectres "to experience house structure and 
the indoor environment in a model of 1/10" for, junior high 
school students and  primary school students this year.
As for the theme of this year, structure for snow load, and 
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0 20 40 60 80 100
とても た 少し た
あまり なかった 全く なかった
割合（％）
75 0 25 
0 20 40 60 80 100
とても た 少し しできた



























0 20 40 60 80 100
将来や災害時の対応策を考えられる
地震の建物の揺れのメカニズム
中学校で学ぶ数学などが建築で
応用されていくこと
家の安全性や快適性を確保するために
様々な仕組みがあること
建築は４領域で考えられていること
北中
割合（％）
図 15　理解できた講座内容（北中）
